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2006年 9月 11日 

 
リバティリバティリバティリバティ・・・・アライアンスアライアンスアライアンスアライアンス、、、、 

SAML 2.0相互運用性試験相互運用性試験相互運用性試験相互運用性試験のののの最新合格企業最新合格企業最新合格企業最新合格企業をををを発表発表発表発表 
 

～～～～Entrust、、、、HP、、、、Oracle、、、、Ping Identityのののの各社各社各社各社がががが合格合格合格合格しししし、、、、リバティリバティリバティリバティ・・・・アライアンスアライアンスアライアンスアライアンス 
相互運用性試験相互運用性試験相互運用性試験相互運用性試験にににに合格合格合格合格したしたしたしたアイデンティティアイデンティティアイデンティティアイデンティティ管理製品管理製品管理製品管理製品はははは約約約約 75製品製品製品製品にににに増加増加増加増加～～～～ 

 
[2006年 9月 5日（米国時間）Liberty Alliance 発表] 

 
世界から 150以上の組織が参加し、より信頼性の高いインターネットの構築に取り組む世界
規模のアイデンティティ管理コンソーシアム「リバティ・アライアンス」は、Entrust、HP、
Oracle、Ping Identity各社のアイデンティティ管理製品がリバティ・アライアンスの SAML(*) 

2.0相互運用性試験に合格したことを発表しました。リバティ・アライアンスが 2003年の
Liberty Interoperable™プログラム開始以来実施している相互運用性試験にはこれまでに世界
各国のベンダーが提供するアイデンティティ製品が合格しており、今回これら各社の製品が

加わったことで、その数はおよそ 75製品となります。 
(*) Security Assertions Markup Language 
 
オープンなアイデンティティ・ソリューションを導入しようとする政府機関や企業からの提

案依頼（RFP）に対して提案書を提出したいと考えるベンダーにとっては、リバティ･アラ
イアンスの相互運用性試験に合格することが必要条件となりつつあります。そのような政府

機関や企業およびシステムインテグレーターは、リバティ・アライアンスの試験に合格した

アイデンティティ管理製品であれば迅速な展開が可能であること、またリバティ仕様に対応

した他の技術ともすぐに相互運用できることを理解しているからです。リバティ・アライア

ンスの相互運用試験に合格した製品は、さまざまな業界の垂直統合型サービスに広く採用さ

れています。Liberty Federation Frameworkおよび Liberty Web Services Frameworkを採用して
いる組織の概要は、http://projectliberty.org/about/marketadoption.phpsnapshotでご覧いただけま
す。 
 
リバティ･アライアンスの相互運用適合性試験は 2006年 7月 24日の週にニュージャージー
州ピスキャタウェイで実施され、以下の製品およびサービスについて、Liberty Federation
（Liberty Identity Federation 1.2および SAML 2.0）との相互運用性を実証するデモンストレー
ションが行われました。なお、次回適合性試験は、2006年 12月 4日の週にフランスで行わ
れる予定です。 
 
Entrust - Entrust GetAccess™は、複数アプリケーションへのアクセスを単一のポータルで集
中管理し、ユーザーが閲覧を許可された複数のアプリケーションおよびコンテンツへのシン

グル･サインオンを実現する製品です。Entrust GetAccessソリューションは、SAML 2.0によ
る相互運用が可能なアイデンティティ連携機能をサポートしています。そのため、組織の

Webパートナーや提携先とのシームレスな統合が可能であり、事業提携の要件をより忠実に
反映したWebのシングル・サインオンを実現します。SAML 2.0仕様は Entrust GetAccessを
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支える重要な革新技術であり、複数ドメインにわたって連携するWebまたはWebサービス
においてユーザーの認証、許可、属性情報の標準的な定義を可能にしています。 
 
HP – HP OpenView Select Federationは、企業の枠を越えたユーザー・アイデンティティの共
有と管理を可能にする製品です。業界標準技術を使用してユーザーのアイデンティティ・ア

カウントをリンクさせることにより、管理のコストと手間を削減しながら信頼できるビジネ

ス関係の構築を実現します。オプトインによるユーザー管理を可能にする独自のプライバシ

ー管理機能を提供し、個人、企業、および法規上のプライバシー保護要件への対応を可能に

します。 
 
Oracle - Oracle® Identity Management 10gは、アクセス制御、アイデンティティ管理、プロビジョニン

グ、ディレクトリ・サービス、アイデンティティ連携の総合的な機能を提供する、ホットプラグ可能な製

品です。Oracle Identity Managementは、SAML 2.0、SAML 1.1、SAML 1.0、Liberty ID-FF 1.2、
Liberty ID-FF 1.1、WS-Federationといった各仕様をサポートしているため、複数ドメインにまたがっ

てのアイデンティティ管理を標準ベースの手法で安全に行うことができます。 
 
Ping Identity – PingFederate 4はスタンドアロンの連携型アイデンティティ管理サーバー製品
です。社員、顧客、ビジネス･パートナー向けのオンライン･サービスにおけるWebのシン
グル･サインオンを可能にします。インストール、設定、展開、拡張がいずれも容易である

ため、社内開発あるいは市販のアイデンティティ管理ソリューションとの統合および共存が
可能です。また、SAML 2.0、SAML 1.1、SAML 1.0、WS-Federationのサポートを緊密に統
合化することにより、複雑さを緩和し、コストを削減して実稼働までの時間を短縮します。 
 
これまでにリバティ･アライアンスの相互運用試験に合格した全製品のリストは、
http://projectliberty.org/activities/conformant_products.phpでご覧いただけます。 
 
■Liberty Interoperable™プログラムプログラムプログラムプログラムについてについてについてについて 
Liberty Interoperableプログラムは、ID-FF 1.1、1.2、および SAML 2.0仕様で構成される
Liberty Federationと、ID-WSF 1.0、1.1、および 2.0仕様で構成される Liberty Web Servicesの
実装を認証するものです。これらの実装に対しては、実環境での展開に合わせた設定で各仕
様の機能を徹底的に使用するように設計されたテストが行われ、他のベンダーの実装少なく
とも 2種以上との相互運用性をテスト終了まで維持することが求められます。この相互運用
性試験への参加は、info@projectliberty.orgで受け付けています。Liberty Interoperableプログ
ラムには、リバティ会員および非会員いずれの組織も参加いただけます。 
 
Oracle、JD Edwards、PeopleSoft、および Siebelは、Oracle Corporationおよびその子会社、関連会社の登録商標です。 
 
■本件本件本件本件にににに関関関関するするするする報道関係者報道関係者報道関係者報道関係者からのおからのおからのおからのお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ 
リバティ・アライアンス・プロジェクト 広報担当  
株式会社プラスワン・コミュニケーションズ 
池田 明／田中 義之 
TEL:03-3443-1007  FAX：03-3443-1008 
E-Mail：liberty-pr@plusonecomm.co.jp 
 


